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･--一二二 一二 ･二十 一､
3α
となり,この特解は次の様になる｡











































究してきた｡その結果,従来の理論にはみられなかった新 しい効果 (ソフト･コリジョン効果 )
がこの現象の最終段階において重要な役割を演 じることがわかった誉)
さて,この現象を最初に理論的に取扱ったのは, リフシッツとス リョウゾフ及びワ-グナ
(LSW)である03)彼らは ドロブレットとして析出する-イノリティ相の体積勘 (り-詰 IdRR3
×f(R,i)がゼロの極限での最終段階において次のような結果を得ている｡
1･半径Rの ドロブレットのサイズ分布関数 f(R,i)を解析的に求めた｡分布関数は平均
半径R-(i)でスケールされる0
2.R-(i)はtの1/3乗則に従って増大する｡
3･ ドロブレット数密度 n(i)-JdRf(R,i)紘,tに逆比例して減少するO
その後,有限体積比q(i)の影響を考慮してLSWの結果 を補正 しようとする試みが多くの
人々によってなされてきた三)
最近,徳山 ･川崎は ドロブレット間の空間相互作用を統計力学的に取扱った組織的な理論を
提案した｡それによると,ライブニングの最終段階でサイズ分布関数J(凡 と)は,次式に従 う
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